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め，以後72時間まで稽留している。　赤血球数，血色素量
及び血．溝蛋．貞の減少も大体，テレピン汕注入時と同襟で，
吉田肉腫移植噂ほど顯著でなく，
學直Eiに有し意とは認め聴惟い。
何れの亭均値の差も推．計
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　白血球数は24時間Flに急増加し，　前値との平均値の差
はt・test上で［tl＝3．865引明かに有意であり，百分傘で
も，テレピン湘注入．時ほど強くはないが，好中球層多，比
較的淋巴球の減少を認めた。
　4＞探∫血操作によるこれ等の変化について：　．ラツテよ
り毎回1．5cc前後の血液を連日数回採取するためにおこる
二次性貧血の程度，白」丘L球rr分率の変化，’血清蛋白量及び
そのP反慮の変動について，　念のため調査したが，第4
表の如く，脛微な二次性貧血，血清蛋白減少及びP反慮
の波高上昇を呈する他，署変を認め得ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喝
．’ 許ｳ並びに考按
　癌反胃としてのPコバルト蛋白波の波高は独り
癌に限らす各種の悪性腫瘍を始め，炎症性疾患に’
ついてもかなりに上昇し，從って反慮成績の陽性
と判定される場合のあることは，凱述した如くで
ある。これ等の発表は何れも臨床的な経験に基く
ものであるが，その中，主なものをあげると，：先
．すWaldschmidt－Leitz3）は開放性結核，妊娠，胆
嚢炎，敗血症等でも陽性を示すことを報告し，
Simkin等のは心筋梗塞をP的に観察して，機能的
に起る狭心症との欄．に，前者ではこれが陽性とな
ることから鑑別診断が可能であると称してV・る。
またForssberg＆Nordlander「o）は30　d列の条ll核
症，遷延性心内膜炎，丹毒，胃潰瘍等でも或時期
には高率の陽性を示すことを認め，Felke16）ぽ濾
液反慮で，炎症64例中83％の陽性を，Meyer－
Heck7）も同反響で66例中65％の陽性を報告し，
またPepsin－H：c1変性法による直：接賢慮では28例
中50％，KOH変性法によっては21例中100％の
陽性を示したと称している。
　Wedemeyer　u．　DauerS），　Tropp9），　WinzleriO＞
及びSchetlar　l　1）等の報告もほぼ1司様であり，われ
われが臨床的に：追｝1∫℃したところでも大休これ等に
一一一vするものである。
　二ってP的には．同一．・の反慮態度を示す炎症性疾
患の場合と悪性腫瘍とについて，その生体内の赴
因機序が同一・と考えられるか否かは別にi致室の佐
藤等恥が研究しているが，私がその吉田肉唾移植
時に：認めた早期陽性化の事実に対して，当然動物
実験上も炎症反応の関輿が1菖1題になることはV、う
までもない。
　かかる意味におV、て行った以上の実瞼成績を総
括すると
　先ず，吉田肉腫移植実験の際には，休温の変化
をみとめない。また血液像では貧1血L，白血球減少
（特に淋巴球，好酸球減少）並びに血清蛋白蚤の減
少が比較的顯著であるが，これ等の変化からは全
く炎：症反臆iを推測することが出島なV・。
　これに対して炎症実験の際には，テレピン油，
大腸菌ともに何れも24時欄目より顯著なP波の
上昇を來たし，その傾向は大休肉腫移植実験より
もやや急激で，臨床的に炎症性疾患の方が波高上
昇率が高V・という一般的な成績に…致する。これ
に件なって発熟も藩命であり，血液像でも白血球・
増多（特に：幻’・中球増多）が著しく，貧一血，揃L清i蛋
自量の減少は大体血温の影響の範囲に止まる。
　これ等を通丸して考えられるごとは，吉田肉腫
移植時のP陽性反慮は全く腫瘍そのものの発育と
関心；して忌まれるものであって，この場合の炎：症
関輿は問題にならないのではあるまいか，とV・う
ことである。この点腹水内の細胞下瓦を鏡検下に
観察すると，P波高の上昇は大体軍球活動のむし
ろ減退するときに著明となり，腫瘍細胞の糟加と
極めて密接な関係をもち，36時聞口以降，最も安
、定した上昇皮を示すことも，これを支持する一・つ
の事実と老えられよう。
結 論
　吉川肉腫移植実験の対照と一して，ラッチに実験
的に：＝炎：症を生起せしめ，P的に：共通の反絶｛を認め
3）　Waldschimidt－Leitz，　E．　u．　Mayer，　K．：　Z．　physol．
　Chem．　26，　1　0939）．
4）　Simkin，　B．　Bergman，　H．　G．　＆　Prinzmetat，　M；：
　Am．　J．　Med．　6，　734　C　19A9）．
5）　Forssberg，　A．　＆　Nordlander，　S．：　Aeta　radiol．
　，X3，　165　（1950），
6）　Felkel，　R．：　Med．　Klin．　34，　840　（19．38）．
7）　Meyer－Heek，　P．：　Z．　Krebsforsch．49，142，56（1939）．
S＞　Wedemeyer，　H．　E．　u．　Dauer，　Th．：　Z．　Krebsforsch．
9）　Tropp，　C．：　Klin．　Wschr．　17，　1141　（1938）．・
10）Winzler，　R．工et　al．：J．　Nat．　Cancer　Inst．4，
　　417　（1944）
11）　Schetlar．：　Cancer．　Res．　le，　445　〈1950）．
12）佐藤・他：日本溶化機病学会（］昭和28及び29年目．
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　　　　　　　’
るとともに，これを休温，一rfiL液像に亘って比較調　　無覗し得ることを認めた。
査し，少なくともそれ等の変化からみては吉Ill肉
腫移植時のP反慮陽性化には，炎：症反慮の影響を
267
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Summary
　　　Polarograpbical　reac亡ion　was　observed　in　experimental　infla皿mation　induced　in　rats
as　a　control　experiment　in　a　Yoshida－sarcoma　transplantation　experiment．　A　comparison
was　run　noting　the　parallelisms　and　the　differences　of　body　temperatures　and　blood
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じpictures．　As　a　result　i亡was．observed　that　as　far　as　the　changes　in．this　experiments
are　concerned　inflammatory　influence　is　negligible　and　can　be　excluded　in　examining
polarographical　reaction　in　Yoshida－sarcoma　transplanted　．　rats．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Feb．15，1954）
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